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はじめに

モダン・ジュエリーの最近の動向には，その

素材にしても，デザインにしても，今までは考

えられなかったような，大胆で革新的な試みが

みられる。素材の面では従来の宝石や貴金属中

心の世界から，石(ノンプレシャス・ストーン)，

紙，プラスティック，鉄，アルミニウム，チタ

ニウム等が，ほとんど制限なく採り入れられて

きたし，海外作家の作品の中に見られるように

ジュエリーを装身具として身につけるという基

本的な性格から脱け出して，大型化したり，か

ついで歩くような奇抜なフオノレムを作ったり，

制作とデザインの面でも衝撃的ともいえる実験

がなされていて，今後の動向が注目されている。

こうしたアーティスティック・ジュエリーの

自由で大一胆な表現志向がある片方で，ジュエ
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リーの愛好家としての消費者には，個人の美的

パーソナリティーの表現手段としてのジュエ

リーに対する自覚が見られるようになってき

た。従来の日本では，ジュエリーを単に人生の

各種イヴェントにおける記念品としてしか考え

ていなかったようなコマーシャル・ジュエリー

の立場が，これら新しい動向に注目する消費者

のニーズにどう答えて行くのか。

世界的なレベルから遅れていた日本人のジュ

エリー感覚が高まることは， とかくジュエリー

に関する情報を海外に依存してきている現状を

打破して，真に日本の土壌に根ざした作品を生

み出す基盤作りとして喜ばしいことである。こ

のような状況の中でのアーティスティック・

ジュエリーとコマーシャル・ジュエリーの関係

も考え合せて，将来の日本のジュエリーの進む

べき方向を探る一つの手がかりになればと思

い，この問題を取り上げてみた。



素材の多様化

最近のモダン・ジュエリーの世界で，最も新

しい傾向は，その素材が極めて多種類になって

きていることである。もともとジュエリーの起

源は，古代社会において魔除けのシンボルで

あったり，貨幣であったり，また身につけてい

る人の社会的な身分を表わすパッジのような役

割を果していたものが，次第に装飾的な意味が

強くなって来たものだといわれている。それと

ともにその素材には容易に手に入りにくいも

の，それ故に貴重なものが選ばれてきた。動物

の歯や骨，珍しい貝殻類，やがて真珠が発見さ

れて珍重され，更に各種の宝石類の発見と加工

が行なわれ，また金を始めとする鉱物中の貴金

属の利用となった。これらの素材は主として自

然界の中から人闘が稀少価値を認めて利用して

きたもので，それらは今日においても，ジュエ

リーの基本的な素材として重要なものである。

この稀少価値と共に，人間の感覚にとって美し

いと感じられるものが，ジュエリーの素材とし

て適していることは，今後の世界でも変らずに

続いて行くであろう。

しかし人間の技術が進み，造形力が増してく

るにつれ，素材そのものの持っている美しさを

人間の頭と手，つまり創造性によって，より美

しく精巧なものに造形しようと努めてきた金銀

細工師たちのデザイン追求の歴史がある。その

精華が今日のジュエリーの世界に続いているの

であるが，一方で新しいテクノロジーの発達に

よる各種加工技術の可能性の増大と，更に今ま

で地球の上で自然、物として存在しなかったよう

な物質が作り出されてくるにつれ，ジュエリー

の素材も大きく変ろうとしている。技術が高ま

り，その手段も多様になってくると，人間の創
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造性は新しい造形哲学を生み，本来素材そのも

のとしては身を飾るという目的では考えられな

かったような物質を用いて，新しい美を創り出

そうとする意欲と試みがなされるようになって

くるのは当然である。こうして従来はジュエ

リーの素材としては認められていなかった， 日

常生活の中の物質，竹，紙，ゴム，鉄，アルミ

ニウム，プラスティック，石(ノンプレシャス・

ストーン〉等，モダン・ジュエリーは今，貧欲

とも言えるたくましさで，ほとんどあらゆる物

質をジュエリーの素材として利用しようとしで

いるように見える。従来の宝石，貴金属もまた

新しい素材と共に，新しい美を創り出すための

役割を果そうとしている。この素材の多様性が，

作者の創造力を駆り立てて，新しいデザインを

生み出す基盤になっていると思われる。

デザインの革新

日本におけるモダン・ジュエリーの歴史はま

だ浅い。ジュエリーそのものが最近まで，いわ

ゆるアクセサリーとして，服装の効果を高める

ための補助装身具とし、う観念で通用していたの

である。その場合，前にも触れたように，素材

としてはダイヤモンドを初めとする宝石や金銀

等の貴金属が中心であり，そこではその素材の

貴重で稀少価値を持ち，従って高価なもの自体

を見せるという点に重点が置かれていて，デザ

インといっても，宝石や貴金属を身につけるた

めの装置を作るくらいに考えられていたのであ

る。そのために，その形も保守的で画一的なも

のが多く，それを求める人々もそれで満足して

いたのである。ジュエリーという言葉が一般的

に定着しつつある現在でも，アーティスティッ

ク・ジュエリーとコマーシャル・ジュエリーと

が混同されていることが多いようである。ここ

では主としてアーティスティックなものを中心

に，モダン・ジュエリーを考えてみたい。

日本のモダン・ジュエリーは欧米の作家や作

品の影響を受けながら発達して来たと言えるが

まずその欧米において， 20年ほどの聞に，ジュ
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エリーに関する大きな変化が起きた。それは戦

後の世界的な技術革新の成果によって，二つの

面でジュエリー革新が起ったと言える。その一

つは素材面で，今まで地球上に自然物としては

無かったような新しい物質が次々に出現して，

それらがジュエリーの新しい素材として登場し

始めたことである。他の一つは，その技術革新

がもたらした科学技術の急速な進歩によって，

各種精密工業機械の出現と，物質処理の物理，

化学的な技術の驚くほどの発達である。この科

学技術はそのままジュエリーの加工，加飾工程

に応用されて，ジュエリーの制作は，従来の枠

を越えてその可能性を拡大した。前にも触れた

ように，以前はジュエリーの素材としては考え

られていなかった物質が，それら技術を駆使す

ることによって，新しい素材として活用される

ようになったことと，更に全く新しく作り出さ

れた物質をジュエリーの素材とする試みとであ

る。このような情勢が生れると，それまでジュ

エリーの素材として中心的な存在であった宝

石，貴金属のほかに極めて多彩な素材を持った

ことになる。ここに素材そのものの美しさや，

稀少価値を見せようとしていたジュエリーは，
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デザインによる新しい美の創造という大きな転

換をすることになった。その結果，従来の宝石

や貴金属の加工とし、う場合に，その素材の形が

比較的小さく限定されていたのに対して，大き

さも形もはるかに自由になった。また宝石，貴

金属を単一に素材として使っていたものを，紙，

木，アルミニウム，鉄，ゴム，その他の素材を

組み合せて大きな効果を表わすことも試みられ

るようになる。ここにモダン・ジュエリーはデ

ザインの面でも大きく変化することになった。

このように新しい技術の進歩，さらに一方で新

しい素材の利用を可能にするという相互関係は

今後も発展的に続き，それはジュエリーの世界

に一層デザイン重視の傾向を強めていくものと

思われる。

このようなデザインの革新も，まずヨーロッ

パやアメリカの作家達の大胆で，衝撃的な作品

の制作活動となり，それらの作品は次々に日本

に紹介されて，その影響が日本に現われるとい

う状況は現在も続いている。現在， 日本のジュ

エリー界で注目しているヨーロッパやアメリカ

の動向を一覧すれば， 1960年代に日本に紹介さ

れて大きな影響を与えた，歴史と伝統に支えら

れた品位の高いデザインと，手堅い技術はもち

ろん今日でもその王座を守っているといわれる

が，それにしてもこの20年間の変化は驚くほど

である。欧米の作家たちは， 日本とはその社会

のあり方も違うであろうが，単に装身具として

のジュエリーのデザインに止まらず，広く日用

の食器やキャンドルスタンド，更に椅子やテー

フツレのデザインにまで行動範囲を広げている。

そうした行動には彫刻や絵画のような他の芸術

ジャンノレの影響も受けることが多いと思われ，

かつてアールヌーボーの運動などもジュエリー

に影響を与えていたが，こうした傾向は今も多

く見られる。 1970年以後のヨーロッパでその影

響力を発揮しているのは，西ドイツのへノレマ

ン・ユンガーやフリードリッヒ・ベッカ一等が

ある。ユンガーはミュンヘンの美術アカデミー

で彫金芸術の教授をしていて，その教えを受け

た人達が， ヨーロッパ，オーストラリア，アメ



リカでも活躍している。ベッカーは長いこと

ジュエリーと動きの研究をしていて，動的な造

形表現では第一人者といわれている。西ドイツ

では1970年代の初めに， アクリノレ系の物質が初

めてジュエリーの素材として使われ，以後アグ

リルは重要な素材として多くの作家の創作意欲

をあおっている。またスイス生れのオットー・

キュンツリーが， ドイツのジュエリー界にあっ

たある種の固定観念に対しての疑問も投げかけ

ている。

また多様な素材を使つてのデザインでは，オ

ランダの影響力が強く， 70年代にはそれまでの

合理的で穏健な行き方に対する反抗として， B. 

O.E.C反逆的ジュエリー作家〉のグループが結成

されてからは，更に自由なスタイノレによるデザ

イン追求がなされている。レールスムやベッ

カーなどに代表されるオランダの作家達は今，

ジュエリーに対する人体の役割の重要性を指摘

していて，このジュエリーの立場からの人体研

究は世界的な関心を呼んでいる。また1970年代

のオランダの作家達はイギリスのジュエリー界

との交流を盛んに行って，両者のアイディアの
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交換がされ，イギリスのキャロライン・ブロー

ドヘッドが，オランダのナイロンを初めとする

テクスタイルの使用や，色彩の面に影響を与え

ている。 80年代のイギリスでは，スザンナ・へ

ロン，ブロードヘッド，ディピッド・ワトキン

スなどが新しいアイディアの開発に努めてい

て，伝統的な手法も尊重される一方で，若い革

新的な作家の活動も始まっている。要約すると

ヨーロッパのジュエリーは，デザインの固定的

概念を排して，より力強く刺激的であり，また

心理面，精神面を重視する。そのため物質と精

神の交流を考えて，できるだけ安価な素材を

使ってデザインのすぐれたものを作り，更に人

体そのものとのかかわりや，バランスを考えよ

うとする傾向がある。

アメリカでは以前から，1"身につける彫刻JI"ボ

ディアート」という観念があり，その傾向は今

も続いている。アメリカン・インディアンの影

響から，鳥の羽や生物の一部を素材として使う

作家もいて，またフォルムにもその影響がある。

とにかく自国の歴史が浅く，アメリカジュエ

リーの伝統がなく，かつ移民による多民族国家

図9 Caroline Broadhead (イギリス)
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図10 Gijs 8akker (オランダ)

を構成していることから，素材の選択にもデザ

インの面にも極めて自由で，より多様なものが

見られ， ヨーロッパ各地の作家がアメリカで活

躍している例も多く，これもお互い刺激になっ

ている。現在のアメリカにはアブストラクトの

影響や，表現主義的な傾向が多く見られる。

現在の欧米のジュエリーデザインの底流とし

て，精神的な立場，精神的なものを表現し，そ

れは作者と身につけるものの両者の精神交流が

できるようなあり方への関心と意欲が強いよう

に思われる。これは80年代のモダン・ジュエリー

の一つの性格になるのではないだろうか。アメ

リカの抽象芸術の影響にしても，その作品には
絹の花 2枚のプラスチックに挟んで成形した絹

人間の心や情感の表現というような，表現主義

的な行き方が目立つし，コンセンプチュアル・

アートに由来するコンセンプチュアノレ・ジュエ

リーにしても，作家の制作意図や制作過程の意

識を作品化しようとする試みだといわれ，これ
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も作家と身につける者との精神交流に関係があ

りそうであり，西ドイツのキュンツリーの作品

などもそうした観点で、見られている。更にジュ

エリーを動くものとしてとらえ，それを身につ

けて一つの新しい空間構成と自己の演出効果を

出そうというように，作者は作者として，身に

つける者はその人自身のパフォーマンスとして

のジュエリーの主張もあって，今や世界は新し

い素材の選択と新しい技術導入に，更に精神的

主張を伴った革新的なデザインの時代に入っ

て，積極的な活動が展開されている。

以上のような世界のジュエリー界の情報は，

そのまま日本のモダン・ジュエリーの動向に影

響をおよぼしているが，一般的にはジュエリー

の素材はまだ宝石や貴金属を中心としている

図13 し，デザインについても，海外作家や評論家に

David Laplantz はその貧困さを指摘されてもいる。しかし，素

(アメリカ) 材の多様化と新しい技術の導入，経済発展に伴

ブローチ う一般社会のジュエリーに対する関心の高まり

電解着色アルミ と，相次ぐ海外作家の作品の展示会などに刺激

ニューム されて，日本のジュエリーも大きく発展しよう
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としている。世界的な傾向のーっとしてシンプ

ルな表現が目立っている。デザインがシンプル



になれば，また模倣も出易く一部では批判の対

象にもなっている。またジュエリーの大型化，

実験的発想、による作品，アブストラクトの影響

といった傾向が出てくると，ジュエリー本来の

身につけるものとしての限界とか，独立した芸

術品を目指す方向などについての論議が起って

きてもいる。

モダン・ジュエリーの今後の方向として，他

の芸術全般とのかかわり，独立した芸術品とし

て単一に鑑賞の対象になるような作品の可能性

があるのか。また本来の装身具としての機能を

発揮しながら，人体との調和とパランスを重視

すると共に，作る者と身につける者とのお互い

の精神的な主張や，内面の情緒の表現を重視し，

共同のパフォーマンス的空間を構成するものと

して発展していくのか。いずれにしても作家の

個性，選ぶ者の感性との出合いの問題は大きな

関心の的であり，ジュエリーは貴重な宝石，貴

金属細工として秘蔵されていたようなあり方か

ら，大きく社会的に自己主張をする手段として

変化していくことが考えられる。また科学技術

の導入などで，古来の手工芸の技術を軽視する

風潮も出ているといわれるが，少なくとも芸術

の創作を目指すジュエリーの作家が身につける

技術の練磨を怠ってはならないと思うし，モダ

ン・ジュエリーを世界的な観点から見れば，日

本は古来から金工に限らず漆芸，木竹工，染織

等独特の素材を多く持ち，また伝統工芸の技術

としてそれらは世界的に重視，注目されている

ものも多い。

新しい立場で先人の残したものを見直し，そ

こに新しいセンスを加えて日本のモダン・ジュ

エリーを育成し，発展させていくことも今後の

課題であると思われる。

図16 Pierre Degan (イギリ
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くコンセプチュアル・ジュエリーの例〉

図14 手による主張 Otto Kunzli (西ドイツ)
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コマーシャル・ジュエリーの動向

一般にコマーシャル・ジュエリーと言われる

ものは，量産を前提として製作され，商品とし

ていわゆる宝飾企業によって宣伝，販売される

ジュエリーを指すのであるが，商品そのものを

見れば，中にはアート志向の強いものもあり

アーティスティッグ・ジュエリーとコマーシャ

ノレ・ジュエリーの境界を限定し難い場合もある。

そしてコマーシャル・ジュエリーの中に，アク

セサリーといわれるファッション感覚の強い，

デザイン主体の低価格なものがある。また作品

と商品はどう区別するのかという論議もされて

いるようであるが私はコマーシャル・ジュエ

リーとは企業によって商品化されているジュエ

リーであり，それには常に量産ということが

伴っているものであると考える。ジュエリーそ

のものが始めから装身具として発達してきたも

のであり，たとえそれらがある場合は貴重な財

産とみなされて秘蔵され，あまり本来の機能を

コマーシャル・ジュエリーのためのプレゼンテーション

果さないでいるようなことがあったとしても，

それを購入したいと望むユーザーがある限り，

ジュエリーは商品になる可能性を持ったものな

のである。ただ現在のように工業的に大量生産

される方法のなかった時代には，金銀細工師た

ちの手による一つ一つの手作りで，文字通りの

一品物，オリジナルがその対象で、あった。しか

し現在は，ジュエリー産業の経営方針のもとで，

デザイナー達が消費者のニーズに合った商品の

開発に努力し，量産してその市場を構成してい

る。そしてこの世界でも欧米は常に日本に先行

していたわけで， 日本はやはり欧米の情報の入

手に努力し，専門誌による PRや海外商品の展

示会の開催等，日本のコマーシャル・ジュエリー

の発展を計ってきている。

日本には欧米のようなジュエリーに対する強

い愛着や，その日常的な使用の習慣や伝統もな

く，その素材は貴重なもの，製品は高価なもの

というイメージが強く，限られた人々のものと

され，そこには大きな商品市場は形成されな

かった。

デザイン松本憲子

pt900 漆ダイヤ O.8ct
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しかし日本でもこの20年ほどの聞に，ジュエ

リーに関しても大きな変化が起きた。この間に

日本は急速で大きな経済発展を遂げ，豊富な物

資にも恵まれ便利で豊かな生活ができるように

なった。又，国際化時代を迎えて海外との交流

も盛んになり，ファッション界でも日本人の中

から世界的なファッションデザイナーが次々に

現われ，世界的なファッションの流れの中に入

るようになると大衆の関心も高く， 日本は今，

世界で最も重要な市場になるという現実の中

で，ジュエリーに関する関心も知識もまた高ま

りつつある。そして経済的に豊かになると共に，

まだ非常に少ない日本のジュエリー所有率では

あるが，高級ジュエリーの購入の可能性も増し

てきた。そして結婚式のファッション化が進み，

ブライダル・ジュエリーの需要が急激に高まり，

また多様なライフスタイルと共にジュエリーの

着用機会も拡大した。それらに合せて商品企画，

デザイン開発がなされ，商品も多品種少量生産

時代に入ったので、ある。また先に書いたように，

素材の多様化と新しい加工，加飾技術の組み合

せで，必ずしも高価ではない高級ジュエリーの

購入も可能になった。また服飾ファッションの

傾向が，よりユニークで個性的な面を強調して，

多彩な商品が出回るようになると，コマーシャ

ル・ジュエリーもそれに伴って見方や考え方が

変ってきた。そしてどちらかといえば，フォー

マルな使い方に片寄っていたジュエリーが，

もっと自由で楽しい自己演出の手段とも考えら

れるようになってきたのである。そうなると，

消費者としても従来のコマーシャル・ジュエ

リーの持っていたブライダル・ジュエリーや人

生のイヴェントの記念品的イメージと，その画

一的なデザインに飽き足らなくなり，むしろ個

性的でアーティスティックな，楽しめるコス

チューム・ジュエリー化の傾向も見えてきたの

である。

消費者の動向とニーズに敏感な宝飾企業もま

たそれを察知して，それに応ずるための研究が

業者間の競争を伴って熱心に続けられている。

プレスレット(レンダリング)

pt900 ダイヤ皮

ファッションリング

(レンダリング)

pt900 メレーダイヤ

ファッションリング

(レンダリング)

pt900 

メレーダイヤ
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多目的ネックレス(レンダリング)

pt900 ルビー メレーダイヤ絹糸



たとえば，インターゴールド日本支社などは昨

年から，ジュエリーのトレンドを作るという目

的で， 100社からが一堂に集って「ジャパン・ゴー

ノレドジュエリー・フェア」を開催し，高い関心

を集めた。

特に世界的な関係の中で激しく変化しつつあ

る日本の社会で，その変化に伴って変るであろ

うファッションと，それに関連するジュエリー

への消費者の動向は，宝飾企業にとっては発展

か後退かの重要な問題で， これを社会変化に追

随する形での適応ではなく，社会変化のあらゆ

る情報を入手分析しながら，むしろ創造的に消

費者の要求を導いて行こうとする，新しい傾向

が出てきた。こうしたコマーシャル・ジュエリー

界の動向は，一方ではますます一般大衆のジュ

エリーに対する関心と知識を高めるであろう。

その結果はまたアーティスティック・ジュエ

リーの世界に大きな刺激を与えるのではない

台、o

また日本では遅れていたメンズ・ジュエリー

も，男性のファッションの変化と共に，一般男

性のニーズも出てきていて，指輪やタイピンを

越えて新しい方向が企業によっても進められ，

ここにも新しい展開が起きるようである。

新素材による低価格のジュエリーで，さまざ

まなアイディアをデザイン化した商品も多く出

回るようになり，ジュエリーを常にフォーマル

なもの，儀式的なものと考えず，それぞれの個

性に合ったファッションとの組合せで，遊びの

要素も取り入れた，楽しい自己演出の手段とし

てもよいのではないか。そうした一面もコマー

シャル・ジュエリーの持つ性格の一つの側面と

して考えれば，その面での発展も注目されると

ころである。

おわりに

日本のモダン・ジュエリーの現状と今後の方

向について，私がアーティスティック・ジュエ

リーとコマーシャル・ジュエリーの両方にかか

わっていることから，コマーシャル・ジュエリー

も合せて考えてみたので、ある。しかし短い時間

の中で充分研究することはできなかったが，こ

の研究を通して， 日本のジュエリー界が従来い

かに海外の情報によって動いていたかというこ

とを改めて認識し， 日本のジュエリーの主体的

な発展のためには，なお多くの研究と技術練磨

が必要だということを痛感した。それと共に，

一方ではその明るい見通しもあることを感じ

た。特に新しいジュエリーが，精神的な要素を

重視している点なども今後の研究によって参考

にしていきたいと思うし，又， 日本の独自な素

材の開発と，伝統工芸の歴史と技法をモダン・

ジュエリーに生かして，新しい生命を与えるこ

とも， 日本の作家としての重大な使命であると

考えられる。

終りに各種の研究資料を紹介してくださった

方々，熱心に御指導いただいた諸先生方に厚く

感謝申し上げます。
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